
 

研究区分 教員特別研究推進（教育推進）  

 

研 究 
テーマ 

災害時における難病療養者の協働支援体制構築に向けた課題の検討 

研究組織 

代 表 者 所属・職名 看護学部・准教授 氏名 小池 潤 

研究協力者 

所属・職名 看護学部・教授 氏名 冨安 眞理 

所属・職名 城西クリニック・副院長 氏名 溝口 功一 

所属・職名 経営情報学部・准教授 氏名 木村 綾 

所属・職名 大学院看護学研究科 氏名 田中 貴大 

発 表 者 所属・職名 看護学部・准教授 氏名 小池 潤 

 
講演題目 

災害時における難病療養者の協働支援体制構築に向けた課題の検討 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【背景・目的】 

在宅難病患者の支援には疾患の特性に応じた専門的医療が必要であり、災害時における避難行動要

支援者が多く含まれている。主な自然災害発生時の支援実績から、在宅難病患者は助かった命を維持

することが困難な事例が多いという報告があげられている。静岡市の災害発生時の支援準備として、

現状を把握し、多職種協働支援体制整備に向けた課題を明らかにする必要がある。 

本研究は、災害発生に備えた難病患者の個別支援計画に関する実態と、実務者が考える課題を明ら

かにすることを目的とした。 

【方法】 

令和 7 年度静岡市難病対策協議会の参加者を対象に無記名自記式のアンケート調査を実施した。 

【成果】 

 令和 7 年度第 1 回静岡市難病対策地域協議会の参加者は 10 名であった。静岡市 3 区における可視

化した難病療養者の分布状況と訪問看護事業所の配置を確認し、災害時を想定した避難方法について

意見交換を行った。「難病療養者の居住状況の可視化が関係機関間での課題認識の共有に役立つ」「災

害時における訪問看護支援の到達可能性は、訪問看護事業所の状況により地域差が生じる可能性があ

る」という意見があった。 

 参加者の所属先における災害に備えた難病患者個別支援についてアンケート調査を実施した結果、

5 名（医師、看護師、コメディカル）から回答が得られた。災害時個別支援に関する困難や課題とし

て「患者の日常支援がわからないと災害時に何をしたらよいのかわからない」「避難所での生活が難

しい」「支援者の不足」「患者が支援されることに積極的でない場合がある」といった意見があった。

改善したいこととして「地域の多職種でチーム支援する方法がわからない」「専門職がオーバーワー

クにならない準備をしたい」「災害対策や個別避難計画の啓発が必要」という意見があげられた。 

【今後の展望】 

 対象者は災害時の避難支援に関する関心が高く、避難後の個別支援について検討するには及ばなか

った。職種により課題の認識に差があったことから、今後は訪問看護事業所を対象に調査を実施した

いと考える。 

 


